
免疫力・生命力を高める米粒灸
米粒灸は南京中医薬大学の王玲玲教授がご自身の治療院で実際に癌治療として行っているお灸

の方法です。

この米粒灸は免疫力を高め癌の再発、転移を防ぎます。

癌を完治するためとてもに有効な手段だと言ってそのやり方を教えてくださいました。

用意するもの

モグサ、ワセリンは薬局で購入できます。

準備

・ モグサを指で硬く米粒より小さめに丸め

る。

・ 灸は３箇所に９個ずつ行いますので２７個

作ってください。

灸を行うツボ

大椎（だいつい）

場所

頭を前に倒して首の後ろの一番膨らんでいる

骨の下

このツボを温灸で治療すると体にエネルギー

が充填され、活気づき、血液の循環が改善され

ます。免疫力向上に関係する重要なツボです。

足三里（あしさんり） 左右の足

場所

ひざの横のくぼんだところを人差し指で押さえ垂直に

降りた小指の位置

中国では古来より百病を治すツボといわれ、このツボ

の効能は多岐にわたります。

がん治療では免疫力の向上、疼痛緩和、腹水の軽減な

どに効果があります。

気血（きけつ）が集まり反応の強い重要なツボです。



米粒灸の方法

各ツボに９個ずつ灸を行います。

（大椎穴は後ろにあるので誰かに手伝ってもらいましょう。）

手順

１．ツボを探しその箇所にワセリンを塗る（マジックなどで点を打つと便利）

２．モグサをワセリンに立てる

３．線香で点火する

４．「熱い！」と感じたら直ぐにピンセットで取り除く。

（モグサを直ぐに取り除けるようにピンセットをスタンバイしておいてください。）

５．取り除いたモグサは瓶の水で消火する。

６．各ツボ９個ずつ３箇所（大椎～足三里の順で９個終わったら次のツボという順）に行ってく

ださい。

最初の１週間 ３回 次の週から１週間に４回を継続してください。

水ぶくれ、火傷など皮膚が痛んだ場合は回復してから行う。

（参考）

本気で治療として行う場合は熱いのを我慢して火傷し膿が出るまで行います。

その後かさぶたになると熱さも辛くなくなります。（注：自己責任で行ってください。）

米粒灸の効果

・食欲が増す、顔色が良くなる、元気になる、免疫力が高まる、血行が良くなる…等

・癌に関わらず万人に有効な健康法です。

注意事項

・ 火傷に注意してください。

・ 火の元に注意してください。
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